
Avalanche.ca The journal of Canada's avalanche community 
2009 spring vol.88 

 

 

Land of the Rising Fun 
Text& Photos by Brad White 

 

 

チミチャンガ(メキシコ料理)を食べ終えようとしているところへ、ジーンズを履いて黒いシルクハットをかぶった日

本人ウエイトレスが、ダブルサイズのマルガリータを運んできた。テーブルには、白人の山男 3 人が座っていて、近

くのテーブルで“Waltzing Matilda”を歌って騒いでいるオーストラリア人達に負けないぐらいの声を出して話をし

ている。山男の一人は、白い口髭を蓄え、大きなテンガロンハットをかぶったスコットランド人。もう一人は、同じ

ように長い口髭と背中の真ん中ぐらいまで伸びたドレッドヘアのエチオピアの旧皇帝。そして三人目は、得体のしれ

ない微笑みを持ちつつ、狂ったように笑っている奴である。 

 

いやそうではない。映画館で見る安っぽい西部劇のワンシーンではない。日本の白馬にあるメキシカン・ステーキハ

ウス「アンクル・スティーブンス」での普通の夜だ。3人の山賊とは、ロディ、デイブそしてラリーである。私とノリ、

ショウジの三人は、日本雪崩ネットワークが主催している Avalanche Operation Level 1 のその日の講習が終わって

夕食に来たところに、彼らが加わってきた。 

 

 

 
 

 

 

Avalanche Operation Level 1 の教材は CAA とライセンス契約され、カナダの受講生マニュアルがそのまますべて英語

から日本語に翻訳されている。つまり、この雪崩講習会は、カナダでやっている Level 1 と実質的に同じものである。

講習会には、バックカントリーガイド、登山家そしてスキーパトロールなど 18 名の受講生がいる。私を除くすべての

講師は、英語と日本語のバイリンガルで、私の講義そしてフィールドでの講習もすべて通訳されている。私は技巧的

な英語のスライドは省き、よりたくさんの写真を使って講義をした。そして講習会は通訳する時間の関係上、カナダ

のそれより 1 日長くなっている。 

 

フィールド講習は、日本の北アルプスの東側に発達した白馬村周辺。そこにあるいくつかのスキー場から出た山岳で

行われる。白馬は東京から北西に車で約 4 時間、長野県にある。スキーは高山帯と樹林帯の両方で滑ることができ、

落葉樹のブナとダケカンバの樹林帯では、木々の間隔が開いていて、信じられないくらい素晴らしいツリースキーイ

ングができる。多くの人の考えに反して、日本のバックカントリーは、スキーヤーやスノーボーダーに解放されてお

り、目を見張るほど多くの人が、新雪がある日は毎日パウダー・スキーイングを楽しんでいる。パウダー・スキーイ

ングが制限されているのは、コース外のツリースキーが規制されているスキー場内のみである。 

 

白馬は日本海から 50km しか離れていないアルプスであり、シベリアからの乾いた寒気団が海を渡り、この周辺の山々

に大量の雪を降らすために、積雪は深く、乾いている。今年の 1 月の積雪は標高 2,000m 付近で 3m あり、標高が高く

なるにつれ、積雪深は増す。 

 

 



Avalanche.ca The journal of Canada's avalanche community 
2009 spring vol.88 

 

 

 

カナダ人が JAN のトレーニング・プログラムに関わって、今年で 8年目になる。JAN は、公共の雪崩アウェアネスの機

会を増やすことと、プロ用雪崩講習会やセミナーを提供することを目的に、2000 年出川あずさによって設立された。

彼の長期的な目標は、日本の山岳関係者に向けて、雪崩の掲示板に情報提供ができるプロの雪崩予報官を育て上げる

ことである。現在、日本国内に雪崩協会はない。そして JAN は、日本国内で雪崩予報や事故防止含む本質的に異なっ

たいくつかの団体や組織がある中で、ひとつの共通コミュニティができるための土台を作っている途中にある。 

 

この目的を果たすためにイニシアチブを取っているのが「雪の掲示板」、いわばオンラインによるバックカントリーの

情報掲示板システムである。これはコントリビューター達がフィールド気象観測、積雪構造のコメント、安定性評価

を決められたフォームに入力し、アップできるようになっている。さらに、コントリビューター達が雪のプロファイ

ルをアップロードできるシステム、SPIN（the snow profile information network）が稼動している。 

 

今では日本でも、ラリーが教えた 1日のリフレッシュコースを埋めることができるくらい、Level 1 をクリアした人達

がいる。その日の夜、ラリーとノリ、デガワ、そして私の 4 人は、リフレッシュコース受講生に「雪の掲示板」のベ

ストな書き込みについてのガイダンスを行った。 

 

私たちのカナダでも見られるように、雪崩の専門家として習得しなければならない一番難しいスキルは、膨大な量の

情報を統合する能力と、すべてのデータの中から重要な要素をうまく組み合わせつつ、簡潔に意味の通るかたちにま

とめる能力である。私たちは、カナダでも ACMG（Association of Canadian Mountain Guides）の MCR や InfoEx にお

いて、同様の問題で、どのようにして奮闘しているかを話し合った。そして、将来、受講生達の書き込み内容が向上

するように、いくつかのガイドラインと書き方の例を教授してきた。 

 

 

 
 

 

講習会最終日、バックカントリー・スノーボーダーのグループが、八方尾根スキー場の山岳エリアで、危機的な埋没

を含む雪崩事故を起こした。私は後日、当該グループの一人である Level 1 所持者に出川氏と一緒に東京で会い、こ

の事故の詳細を聞くことができた。また、このグループの地形選択と意思決定の過程についても話し合った。 

 

破断した層は、暖かく晴れた日に、北斜面で形成された薄いこしもざらめ雪の層（訳注：実際は降雪結晶）ではない

のかということ。私たちは、こうした雪崩講習会がすべての雪崩事故を防止できるとは決して思っていないし、また

個人的にトレーニングをした人ほど、雪崩地形の中で活動することが多いことも知っている。 

 

現在、JAN は、次の段階の教育内容に進むために CAA と動いており、Level 2 が来年、展開される予定である。日本で

も、雪崩のプロとして標準的な記録や観察の仕方を学び、雪や雪崩に関わって働く人の数が増えていることから、JAN

の目標である公共の情報伝達プログラムの稼動も将来的に可能であると期待している。 
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